
狩
野
永
納

は
、
元
禄

四
年

(
一
六
九

、
)

に
・て
れ

髪

で

の
画
家

四
百

人
余

の
伝
記

を
中

心
に
絵
画

の
諸

汝
の

こ
と
、
狩

野
家

の
両
法
な

ど
を
記

し
た

禾

朝

画
伝
」

を

著

わ

し
、
.兀
禄

六
年

(
一
六
九

三
)

に

「
本

朝
画
史

」

と
改

題

し
て
再
版

し
た
。

こ
の
本

は
、

わ
が

国

に
お
け

る
代

表
的

画
人
伝

の

一
つ
と
し

て
著
名

で
あ

る
が
、
そ

も

そ
も
永
納

の
父

山
雪
が
絵

画
を

よ
く
す

る
者

百
人
余

に

つ

い
て
苫
き

と

め
て
お

い
た

の
を
元

に
し
て
、

永

納
が

四
百
人
余

に
増
補

、
書
き
改

め
た
も

の

で
あ

る
。
増
補

に

ぽ

ば

際
し

て
永
納

と

親
交

の
あ

っ
た
黒

川
道
祐

を

は
じ
め

、
林

驚
峯

の
助

言
、

協
力
が

あ
.
っ
た
..

永

納

ば
、
京
狩

野

の
三
代

日

で

二
代

山
雪

の
息
子

と

し

て
寛

永

八
年

(
一
六
三

一
)

に
生

ま
31
、

父
山
雪

と
同
様

縫
殿
助

と
称

し
、
字

を
伯
受

と

い
い
、
山
静

、
梅
岳

、

素
絢

軒

、

一
陽
斎

、
居
翁

な
ど

は
そ

の
号

で
あ

る
.・、
元
禄

十
年

(
一
六
九

七
)
、

六
十
七
歳

で
残

し
、
泉
湧

寺

の
裏

山

に
父
山
雪

の
傍

に
葬

ら
れ
た
。

父
山
雰

の
資

質

を

受
け

つ
い
だ
永

納

は
、
学
究
的

一
而
を

具

え
占
画

の
鑑

識

に
精

し

か

っ
た

こ
と

を
、
{,続
本
朝

画
史

L皿
は
端

的

に

『
文
藻

を
好

み
緊

識

に
精

し
』
、
と
記

し

て
い
る
。
さ

ら

に
・
「
続
本
朝

画
史

」

は
そ
れ

に

つ
づ

け

て
、
「
其
家

多

く
粉

本
を
蓄

え

る
.
故

に
画

く
所
専

ら
古
意

を
仔

し

て
流
弊

に
染

ま
ず
』
、
と
記

し

て
お

り
、
永

納

の
画

風

は
、

伝
統

的

で
あ

っ
て
か
な

ら
ず

し
も
時
流

に
あ

っ
た
も

の
で

な

か

っ
た

こ
と

を
積
、極
的

に
評
価

し

て
い
る
。

「
本
朝
画
史

」
巻
第

五
の

「,雑
伝
」

の
最
初

に
尊
俊
僧

正

の
こ
と
が

記

さ
れ

て
い
る
。
『
僧

正
尊
俊

住

二
干
和
州

菩
提

山
報
恩
院

一、
能

二
仏
像

及
雑
画

一、
蓋
其

画
学

二

狩
野

元
信
之
筆
法

一也

、
俗
呼

二菩
提

山

古
僧

正

一、
俗

姓
出

二於

官
家
柳

原

一
、
為

二
仁
和

寺
院
家

一
、
住

二菩

提

院

一、
其
画
後

印
文
有

二
文
竿
之

字

一、
蓋
別

号
也

、
余

偶
遊

二

子
菩
提

山

一。
寺

中
所

レ
見
之
龍
虎

墨
梅
竹

及
半
身

達
磨
等

、

皆
有

二
雅
趣

}、
尊
俊

初
作

二
倭
歌

一、
兼

二倭
字

之
廷
り
、
後
注

二
思
於
図

画

一、
其

徳
行
右

レ余

、
技
芸
随

レ之

者

正
暦
呈
ず
福
寿
貼眈
の
・水
紬
胴画
　

は.

じ

め

に

ム
η

、

ノ
L
・

泉

勝

彦
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正
暦
寺
福
寿
院

の
永
納
画



正
暦
寺
福
寿
院
の
永
納
画

乎
』
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の

「
本
朝
画
史
」

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
奈
良
の
菩
趣

報
恩
院
に
住
し
て
い
た
蕩

僧
正
は
仏
墜

醤

を
よ
く
し
・
元
信
風

の
筆
法

で
あ

っ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
、
『
余
偶
菩
提
山

の
寺
中
に
遊

ん
で
』
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
永
納
が
奈
良
の
菩
提
山
に
遊
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
そ
の
時
、
同
寺
に
お
い
て

龍
虎
図
、
塁
画
の
梅
竹
図
、
半
身
像

の
達
磨
図
な
ど
を
見
て
い
る
。
僧
正
尊
俊
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
こ
の

「
本
朝
画
史
」

の
記
述
以
上
の
こ
と
は
見

当
ら
な
い
。
「
扶
桑
名
公
画
譜
」
や

「
古
画
備
考
」
に
も
尊
俊
僧
正

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は

「
本
朝
画
史
」
の
記
述
を
踏
襲
し
て
お
り
、
菩
提
山
正
暦

ぴ
ニ

寺
に
お
い
て
も

「
本
朝
画
史
」
以
上

の
こ
と

は
解
ら
な
い
と

の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
永
納
が
菩
提
山
に
お
い
て
見
た
と
い
う
龍
虎
図
、
墨
画
の
梅
竹
図
、
半
身

の
達
磨

図
等
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
実
見
し
て
い
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
永
納
が
菩
提
山
に
遊
ん
だ

こ
と

は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
永
納
と
菩
提
山
と

の
関
係
が
深
か

っ
た
こ

と
を
示
す
の
が
、
韮
、提
山
正
暦
寺
福
寿
院
客
殿

の
永
納
画
で
あ
る
。

福
寿
院
客
殿

の
永
納
画

に
つ
い
て
は
、

量

要
文
化
財
正
暦
寺
福
寿
院
客
殿
修
理
工
事
墾

慰
酬
L
に

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
建
築
が
主
で
あ

っ
て
永
納
画
は
従

で
あ
る
感
は
拭
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
永
納
画
に
焦
点
を
絞
り
、
今

一
度
菩
提
山
福
寿
院
客

殿
の
永
納
画
を
見
る
こ
と
に
す

る
。

(
一
)
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正
暦
寺
福
寿
院
客
殿
は
延
宝
九
年

(
一
六
八

一
)

に
建
立
さ
れ
た
。
六
問
取
り
の
南
北
棟

の
客
殿
と
、
そ
れ
よ
り
東

へ
鉤

の
手
に
附
設
さ
れ
た
台
所
か
ら
な
る
・
す
な

わ
ち
、
南
北
に
並
ん
だ
三
室
が
東
西
に
二
列
な
ら
ん
だ
形

の
も
の
に
台
所
を
加
え
た
客
殿
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
建
て
ら
れ
て
二
十
年
ば

か
り
経

っ
た
元
禄
十
五
年

(
一

七
〇

二
)
に
、
玄
関
が
客
殿

の
南
側
と
台
所
と
の
取
り
合
せ
部
分
に
新
た
に
附
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴

っ
て
当
然
玄
関
ま
わ
り
の
間
仕
切
り
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同

時

に
、
西
縁
に
面
す
る
三
室

の
う
ち
北
端
の
問
と
次
の
間
も
大
き
く
改
造
さ
れ
た
。
北
端

の
問
は
麻
空

段
上
げ

て
北
側

に
大
虚
・
西
側

に

両

の
違
い
棚
と

而

の
付

 書
院
を
設
け
た
。
次

の
間
は
当
初
か
ら
北
側
に
設
け
ら
れ
て
い
た
奥
行
六
〇

セ
ソ
チ
の
押
板
風
の
大
虚
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
上
段
の
問
境

い
の
当
初

の
貼
り
壁
を
撤
去

し

て
襖
四
枚
建
て
に
改
め
た
。

こ
の
客
殿
に
永
納
画
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
概
略
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
客
殿
の
西
側
北
端
、
上
段

の
間

の
南
境

い
襖
四
面
と
東
境

い
襖

二
面
に
柳

と
芦
に
鷺
が
描

か
れ

て
お
り
、

次

の
間
の
北
境

い
ー
上
段
に
接
す
る
ー
襖
四
面
に
富
士
山
が

描
写
さ
れ
て
い
る
。

す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の

「
富
士
山
図
」
は
、
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明治の頃 まであった といわれている水墨画

の明障子腰板貼付絵

(基本の平面図は「重要文化財正暦寺客殿修理工事報告書」より転写)
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.止
暦
寺
福
寿
院
の
永
納
画

客
殿
創
建
当
初
、
床
壁
貼
付
絵
で
あ

っ
た
。
「
寓
士
山
図
」
の
あ
る
部
屋

の
東
境

い
戸
襖
四
面
に
三
保

の
松
原
を
描
き
、
こ
の

「
三
保
松
原
図
」
に
続
く
南
室
の
東
境

い
戸

襖
四
面
に
雪
景
の
柳
鷺
を
写
し
、
そ

の
戸
襖

の
裏
側
ー
東
側
南
室

の
西
境

い
戸
襖
四
面
に
牡
丹
を
描

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
西
側
三
室

の
西
側

に
縁
が
あ
り
、
そ

の
縁

の

南
境

い
杉
戸

二
面

の
表
裏

に
松
と
藤
、
桜
花
を
描
写
す
る
。

こ
の
杉
戸
絵
鴨
屠
上
部
に
板
欄
間
絵
が
あ
り
、
北
側
縁
側
に
楓
を
、
南
側
板
の
間
側
に
鉄
線
花
を
描

い
て
い

る
。
さ
ら
に
、
西
縁

の
外
側
鴨
居
上
部
に
板
欄
間
絵
六
面
が
柱
問
全
て
に
は
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
主
題

は
四
季
の
草
花

で
あ
る
。
南
端
板
の
問

の
西
端
長
押
上
部

に
笹
を
描

い
た
絵
板
欄
間
を
柱
問
に
二
枚
入
れ
て
い
る
。
上
段

の
間
天
袋

二
而
に
椿
に
鵯
を
描

い
て
お
り
、
そ
の
裏

の

一
面
に
水
墨
画
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
障
壁

画

の
他

に
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
客
殿
の
西
縁
と
の
境

い
と
南
入
側
通
り
1
南
室
と
南
端
板

の
間
と

の
境
い
ー

の
腰
付
明
障
子

の
腰
貼
り
内
側
に
は
草
花
を
描

い

沼
五

た
水
墨
画
、
板
貼
付
絵
が
明
治
末
年
ま
で
残
存
し
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
に
客
殿
西
側

の
三
室
と
そ
れ
に
接
す
る
西
縁

に
障
壁
画
が
認

め
ら
れ
る

(
挿

図
を
参
照
)
。

こ
れ
ら
の
客
殿
画

の
内
、
最
も
興
味
あ
る
の
が

「
富
士
山
図
」
襖
絵

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

「
富
士
山
図
」
襖
絵
に

「
己
巳
仲
口

一
陽
斎
狩
野
永
納
筆
」
の
款
記

注
六

と
、

コ

陽
斎
」

の
白
文
方
印
、

「
永
納
」
の
朱
文
鼎
印
、
「
伯
受
印
」

の
白
文
方
印
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
落
款
、
印
章

に
よ

っ
て
、
こ
の
襖
絵
は
狩

野
永
納
が
元
禄

二
年

(
一
六
八
九
)

に
描

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

「
富
士
山
図
」
襖
絵

の
以
外

の
客
殿
障
壁
画
は
、
構
図
や
筆
法
か
ら
永
納
が
同
時
に

描

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
永
納

の
作
品
は
ま
と
ま

っ
た
形
で
は
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
紹
介
さ
れ

て
い
る
作
品
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

の
数
を
か
ぞ
え
な
い
。

殊

に
、
制
作
年
代

の
知
ら
れ
る
作
品
は
、
二
、
三
点
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
制
作
年
代
が
知
ら
れ

る
本
図
及
び
客
殿
両
は
極

め
て
貴
重
な
も

の
で
、
永
納
の
基

準
作

に
な
る
で
あ

ろ
う
。
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(
二
)

「
富
士
山
図
」
は
、
襖
四
面
に
そ

の
ほ
ぼ
三
分
の
二
を
占
め
る
ほ
ど
大
き
い
富
士
山
を
描
き
、
そ
の
前
景
に
茅
屋
と
極
め
て
小
さ
い
帆
掛
船
を
添
え
る
だ
け
の
簡
潔
な

構
図
で
あ
る
。
三

つ
の
峯
を
も

っ
た
富
士
の
頂
上
を
画
面
の
左
方
中
ほ
ど
の
上
端

に
写
し
、
そ
れ
か
ら
左
右
に
中
腹
、
裾
野
と
描

い
て
い
く
が
、
殊
に
、
そ
の
画
面
右
方

こ

ご

へ
の
表
現

は
、
中
腹
か
ら
裾
野
を
緩

や
か
に
徐

々
に
美
し
く
画
而
右
端
中
ほ
ど
に
展
開
さ
せ
、
裾
野
は
淡
く
消
え
い
る
が
ご
と
く
極
く
極
く
薄

い
塁
で
処
理
し
て
い
る
。



前
景
の
小
さ
な
帆
掛
船
を
よ
く
見
る
と
、
今
ま
さ
に
帆
を
張

っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
動
き

の

一
瞬
が
的
確
に
描
写
さ
淑
て
い
る
。

こ
の
帆
掛
船
や
茅
屋
を
描
き
添
え
る
こ
と

ぱ
伝
統
的
な
瀦
湘

八
景
的
な
匂

い
が
す
る
が
、
帆
掛
船
を
描
く
こ
と

に
よ

っ
て
、
大
ぎ
く
静

か
で
動
か
な
い
富
士
山
と
小
さ
な
動
く
帆
掛
船
を
対
照
さ
せ
る
と
同
時

に
、

画
面
ド
方
が
水
面

で
あ
る
こ
と
を
暗
示
さ
せ
広
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
富
士
山

の
描
法

は
伝
統
的
な
地
隈
技
法
と
外
隈
技
法
を
駆
使
す
る
と
同
時
に
、
濃
淡
墨

の
妙
味
を

い
か
ん
な
く
活
用
し
て
富
士
山

の
偉
容
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
胆
で
簡
潔
な
構
図
と
地
隈
、
外
隈
技
法

に
よ
る
装
飾
的
水
墨
画
を
見

る
と
、

父
山
雪
の
滋
賀
県
大
通
寺

の

「
雪
景
山
水
図
」
襖
絵
が
想
起
さ
れ
、
父
の
影
響
が
大
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

富
上
の
絵
姿
に
は
定
型
が
あ
る
。
頂
上

は
三
つ
の
山
陵
に
分
れ
、
中
腹
あ
た
り
に
は
雲

か
霞
が
た
な
び
き
、
前
景

に
は
松
林
を
描
く

の
が
そ
淑
で
あ

っ
て
、
物
語
絵

で

あ
れ
ば
騎
馬
あ
る
い
は
歩
行
の
旅
人
を
写

し
、
本
地
垂
跡
の
宗
教
画

で
あ
れ
ば
本
地
仏
は
も
ち
ろ
ん
、
行
者

の
列
を
描
き
、
漢
画

で
あ
れ
ば
湘
湘
八
景
風
に
近
景
に
山
、

海
、
樹

々
を
描
ぎ
添
え
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
頂
上
が
画
面
中
央
に
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
左
右

い
ず
れ
か
の

、
方
に
写
さ
れ
る
。
本
図
も
そ
う
し
た

4
例

で
画
面
左
方

に
頂
上
を
描

い
た
も

の
で
、
漢
画

の
伝
統
を
踏
ま
え
て
お
り
、
父
山
雪

の
嘗
景
山
水
表
現
を
永
納
風
に
腿
開
さ
せ
た
も

の
だ
と
も

い
え
る
。

い
い
か
え

れ
ば
、
画
面
左
方
あ
る
い
は
右
方

の
い
ず
れ
か
の

一
方
中
ほ
ど
に
三

つ
の
峯
を
も

っ
た
富
士
山

の
頂
上
を
配
し
て
、
そ
こ
か
ら
中
腹
、
裾
野
を
柔
ら
か
く
美
し
く
徐

々
に

描
き
、
前
景
に
海
、
山
、
樹

々
、
薄
な
ど
を
配
す
る
の
が
探
幽
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代

の
画
家
達

の
基
本
的
な
富
上
表
現

の
型

で
あ
る
が
、
永
納

は
そ
れ
を
踏
ま
え

つ
つ
も
、
大
画
面
を
極
め
て
大
胆

に
意
匠
的
に
構
成
し
、
さ
ら
に
、
父
山
雪
が
得
意
と
し
た
地
隈
技
法
、
外
隈
技
法
を
駆
使
し
て
静

か
な
偉
容
の
富
士
山
を
見
事

に
室
内

に
現
出
さ
せ
た
。
「
富
士
山
図
」
襖
絵
四
面

(
元
床
壁
貼
付
絵
)
、
紙
本
墨
画
、
襖

一
面
タ
テ

.
七
〇

・
○

×
ヨ
コ
九

一
・
八

セ
ン
チ
、
床
脇

タ
テ
ニ
ニ
九

∴
.一
×
ヨ
コ
四

六

・
○

セ
ン
チ
。

江
口日
吐
山
図
」
襖
絵
と
直
角
に
交
わ
る
の
が
松
林
を
描
い
た
戸
襖
四
而

で
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
富
L
山
は
物
語
絵
な
ど
の
や
ま
と
絵
、
富
d
曼
茶
羅
と
し
て
の

宗
教
画
、
そ
れ
に
漢
画
と
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
淑
、
さ
ら
に
、
春
夏
秋
冬

の
富
士
、
雨
の
富
士
、
晴
の
富
士
、
雷
の
富
士
、
朝
の
富
士
、
夕
の
富
士
、
と
実
に
あ
ら
ゆ
る

姿
の
富
⊥
が
絵
両
化
さ
れ
て
い
る
。
北
斎

の

「
富
嶽
三
十
六
量
図
」
や
広
重

の

「
富
士
三
十
六
景
図
」
な
ど
は
そ
う
し
た
象
微
的
な
作
例
で
あ
ろ
う
。

こ
の
松
林
図
も
そ

の

一
例
で
あ
り
、
た
だ
単
に
松
林
を
描

い
て
部
屋
を
装
飾
し
た
の
で
は
な
く
、
富
士
と
と
も
に
描

か
淑
る
松
林
、
い
わ
ゆ
る
富
士
三
保

の
松
原
で
あ

っ
て
、
古
来
、
富
士

を
望
む
景
勝
地
と
し
て
名
高
く
、
謡
曲

「
羽
衣
」

の
松
林
で
あ
る
。
そ
の
、戸
襖
の
松
林
は
か
な
り
遠
く
か
ら
傭
陳
的

に
見
た
雲
の
棚
引
く
よ
う
な
松
林

で
あ

っ
て
、
戸
襖

の
ド
方

四
面

に
緑
紅
口
で
意
匠
的
に
処
理
さ
れ
て
い
る
.
本
図

は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、

「
富
士
山
図
」
と
合
せ
見
る

こ
と
に
よ

っ
て
十
全
な
働
ぎ
を
す
る
。

す
な
わ
ち
、

正
.暦
ヒ寸
福
寿
院
の
永
納
画
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正
暦
寺
福
寿
院
の
永
納
画

山
容
美
し
い
富
士
が
左
方
に
高
く
饗
え
、
そ
の
中
腹
か
ら
裾
野
が
右
方

へ
緩

や
か
に
徐

々
に
美
し
く
展
開
し
、
そ
の
裾
野
は
霞
む
が
ご
と
く
淡
く
薄
く
な
り

一
旦
そ

こ
で

絵
は
切
れ
る
が
、
そ
れ
に
、
あ
た
か
も
連
続
す
る
か
の
よ
う
に
緑
青

の
意
匠
的
な
松
林
が
右
方
に
低
く
展
開
す
る
。
こ
う
し
た
襖
絵
に
よ

っ
て
飾
ら
れ
た
部
屋
は
、
広
が

り
あ
る
空
間
、
あ
る
い
は
雄
偉
な
空
間
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
雲

の
棚
引
く
よ
う
な
松
林
が
画
面
下
方
に
低
く
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
松
林
図
と
し
て
単

一
で
み
る
と
、
い
さ
さ
か
空
間
が
あ
り
す
ぎ

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
左
方
襖
四
面

の
ほ
ぼ
三
分

の
二
を
占

め
る
ほ
ど
大
き

い
富
士
山
図
と
合

せ
見
る
と
、
富
士
山
の
大
胆

な
描
法
と
、
松
林
図
の
簡
潔

で
意
匠
的
な
表
現
と
が
見
事
に
調
和
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
両
図
が
あ
た
か
も
連
続
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に

お
ど
ろ
く

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
富
士
山

の
高
さ
あ
る
い
は
偉
容
さ
を
表
現
す
る
た
め
の
低
い
松
林
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
永
納

の
筆
技

の

確
か
さ
を
十
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
三
保
松
原
図
」
戸
襖
絵

四
面
、
板
地
着
色
、
戸
襖

一
面
タ
テ

一
六
五

・
五

×
ヨ
コ
八
四

・
一
セ
ン
チ
。

「
三
保
松
原
図
」
の
南
に
続
く

「
雪
中
柳
鷺
図
」
戸
襖
絵

は
、
画
面
左
方
中
ほ
ど
の
雪

の
柳
に
白
鷺
が

二
羽
は
ね
を
休
め
て
い
る
。
雪

の
柳
の
根
元
辺
に
白

の
薔
薇
が

添
え
ら
れ
、
画
面
右
端
下
方

に
は
紅

の
山
帰
来
が
配
さ
れ
て
い
る
。
本
図

の
主
た
る
描
写
対
象
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
雪

の
柳
と
白
鷺

で
あ
る
が
、
そ
の
雪

の
柳

の
樹
形

は
幹
を
轡
曲
さ
せ
な
が
ら
立
ち
上
が
ら
せ
た
り
、
ほ
ぼ
水
平

に
展
開
さ
せ
つ
つ
も
、
そ

の
先
端
は
画
面
内
に
お
さ
め
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
幹
の
太
さ
が
先
端
に
な
る
と

根
元

の
太
い
と
こ
ろ
に
比
べ
て
極
端
に
細
く
な
る
。

こ
う
し
た
表
現
は
、

桃
山
時
代

に
は
認

め
ら
れ
な
い
も

の
で
、

江
戸
時
代

の
は
じ
め
、

探
幽
が
活
躍
し
は
じ
め
る

前
後
、
寛
永
頃

か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
永
納

の
父
山
雪
な
ど
も
こ
の
樹
木
表
現
を
多
用
し
て
い
る
。
「
雪
汀
水
禽
図
」
屏
風
の
松
、

メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術

館

「
老
梅
図
」
襖
絵
の
老
梅
、
桂
春
院

「
松

に
月
図
」
襖
絵
の
松
な
ど
が
そ
の
例

で
あ
る
。
こ
れ
ら
山
雪

の
樹
木
表
現
と
本
図

の
永
納
の
雪

の
柳

の
表
現
と
は
近
似
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
両
図
を
比
較
す
る
と
、
永
納

の
方
が
気
宇

は
小
さ
く
な
る
が
、
そ

の
表
現

に
柔
ら
か
さ
と
ね
ば
り
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
永
納
の
雪

の
柳
の
枝

の
先
端
は
牛

の
角
を
想
わ
す
ず

ん
ぐ
り
と
太
く
て
丸
味
あ
る
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
は
父
山
雪

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
父
山
雪
も
枯
木

の
枝

の
先
端
な
ど
は
全
く
ず

ん
ぐ
り
と
太
く
て
丸
味

の
あ
る
表
現
を
と

る
。
妙
喜
庵

「
枯
木

に
禽
鳥
図
」
杉
戸

の
枯
木
、
大
通
寺

「
枯
木
に
鳩
図
」
襖
絵

の
枯
木
な
ど
が
そ

の
作
例
で
あ
る
。
永
納

の

白
鷺

は
精
細
な
筆
致

で
活

々
と
描
か
れ
て
お
り
、
殊
に
、
首
を
折
り
曲
げ

て
下
を
鋭
く
見

て
い
る
鷺
の
姿

に
は
充
分
な
自
然
観
察
が
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る

と

同

時

に
、
永
納

の
筆
技

の
確
か
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
画
全
体
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
と
い
う
印
象
は
な
く
、
静
か
な
雰
囲
気
が
み
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
ふ

っ
く
ら
と

羽
を
丸
め
た
鷺
の
遠
く
を
凝
視
し
て
い
る
目
、
獲
物

で
も
狙

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
、
首
を
折
り
曲
げ

て
下
方
を
鋭
く
見
て
い
る
鷺
の
目
な
ど
、
鋭
く
描
か
れ
た
目
を

見
て
い
る
と
、

鷺
が
本
来
的
に
具
え
て
い
る
も

の
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
然
の
厳
し
い

一
側
面
を
垣
間
見
る
よ
う
な
思

い
が
す
る
。
「
雪
中
柳
鷺
図
」
戸
襖
四
面
、
板
地
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作
ii

E!II

は

祖
父
山
楽
と

父
山
雪
の

影
が
見
え
ア5づ

fjl'じ 、

れ
し
て

一77

応
す
る
よ
L`

な

形

に.

.唾

些L
,⊂

石
、

.石

紅

を

配

し

て

、

画
而
に
お
け
る

A

つ

の
視
点

に
す

る
。

く

内

り

、
溜刀

ψ
不

0

こ
の

「
牡
丹
図
」
>-一い
島

は

乖

iド〔
び≧

イ1
あ

る
い

は

石

組
は

認
y)

ら

れ

な
い

　

　

d

く

イ

レ

L

襖々
ノ、ら コ

刀ソ{
、

㌘'レ

lL
マj

水

禽

図
i.一.一

風
〆～、

ぎ

び三

イ1

ノこ

現
い'ノ

、・

明

ら

か

な

よ

う

に.
、

水
'r

あ

る

L・

匡偏

平
た

石
の
7六
」
,,,
<_

石
II

」¥

現
r__

し
旨'

描
く
の

で

は
た

く
、

しヂ

て
淑
ら
o乏

石

に

乎μ

め
ら
ロ

イし
、

永
納
干Z
rト.

ロデ

F
退
い 一_

倣

2
i

も
の

と

考
え
ら
1

/」

る
○

し

か

し

、

父
山
雪
の

イ1

ノ乏

現
は

、

ズ〆

、1

ロ

ポ

リ

タ

シ
美
術
館
　 11

老
梅
図
L..

執
た
ヘ
ム
、

両
有

玄
小

ミ

〕
不

ア

ポ

リ

ス

美
術
館

「
直

ー

へ

一
罫
石

山

誰

2

Σ
燈

ま

妃

、

覧

、

」
-

μi1
面
中

央蛮

1空

驚

碧
る

水
.'1へ

の

石

a)

⇔
し・

は

偏
平
な

岩
表

現
は

、

祖
父
山
楽
に
は
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
ず

、

父

山

ρ゚
に
多

く
認

r欄1綿 丁 艦1・

あ
る

永
納

は
こ
の
祖
父
山
楽

の
牡
丹
を
大
い
に
参
考

に
し
た
と
考
え
ら
淑
、

殊
に

、

木
図
の
牡
丹

璽
f.・

5＼⊃

か
さ
と

麗
し.
さ
を
表
現
す
る
筆
致
と

彩
色
法
は
全
く
祖
父

山
楽
の

大
覚
寺

「
牡

丹
図
」

襖
絵
か
ま
ず
想
い
出
さ
れ
る

r

こ
～

ヤ

ハ

、

、
2

」ー

'

憶

由
楽
の

代

表
作
で
あ

る
こ

と

は
1・

ぢに

及
ば
ず

、

華
や
か
な
桃
山

へぬ

様
式
を
典
型
的
に
iI
}一

も

の

で

輪

璽駕

ゾ ー)

一
一7「.6
♂ レ

111

冒_一

つ

を
ゾつ

け
た
牡
丹
を
描
き

、

石
の
右
端
の

手
前
1三

7こ
こ1亭

峯
L

　て ゐ

川
而

両
端一卜

方
に
/iFY

lit

を・

配

L.

て

L・

る
∩

牡

丹

の
vへ、㌔
アiゾ、

ヨ

画

と

L・

ウ
/　

、

ば
、

.永

納
の

祖
父

一"]

雪
中
柳
リノ

鷺
図
L一

戸
襖
絵
(ノ.)

裏
側
に

「
牡
丹

図
」

が
あ
る

1⊂♪

こ

し

十

砥
、

/

4
4

ー

画
面
の

下
端
中
央
や
や
イ〒
よ
り
か
ら
水
平
に
左
方

些イ
1

を
配
し

、

そ

U-〉

石

の

左
方
奥
に
白
し・

大

着
色

、

-

凸奥

ナ

衆
L

面
タ
ア
_一.一

　　　ら

/¥

Ir.
●

.二

X

ヨ

コ

＼

口
謂

.ノ

レ

●

ニ
セ

ン

チ

。



正
暦
寺
福
寿
院
の
永
納
画

中
を
歩
き
回
り
な
が
ら
餌
を
漁

っ
て
い
る
も
の
、
と
様

々
な
姿
を
し
て
い
る
。
降
り
て
く
る

一
羽

の
鷺

は
画
而
の
ほ
ぼ
中
央
に
描
か
れ
、
芦
と
そ

の
傍

の
対

の
鷺

は
左
方

に
配
さ
れ
、
芦
と
石

の
問
の
鷺

は
巾
央

よ
り
や
や
左
方

に
表
わ
さ
れ
、
水
中

の
対
の
鷺

は
広
が
り
を
も

っ
た
右
方
に
写
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
左
端
に
枯
木

の
柳
が
描
写
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
本
図
の
広
が
り
あ
る
構
図
及
び
ゆ

っ
た
り
と
し
た
趣
致
は
、
所

々
に
芦
を
描
き
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
に
様

々
な
姿
態

の
雁
を
配
し
、
さ
ら
に
、
遠
山

を
添
え
た
平
遠
的
広
が
り
を
持

っ
た
明
快
な
構
図
の
旧
養
徳
院
小
栗
宗
継
筆

「
芦
雁
図
」
襖
絵
を
想
起
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
襖
絵
を
参
考
に
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
そ
う
し
た

↓
端
は
、
「
続
本
朝
画
史
」

の

『
其
家
多
く
粉
本
を
蓄
え
る
。
故

に
画
く
所
専
ら
古
画
を
存
し
て
流
弊

に
染
ま
ず
』
、
と
い
う
記
述
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ

よ
う
。

「
柳
芦
に
鷺
図
」
襖
絵

六
面
、

紙
本
墨
画
、

襖

一
而
タ
テ

一
七
〇

・
○

×
ヨ
コ
九

一
・
八

セ
ン
チ

(
四
而
)
、

タ
テ

一
七
〇

・
五
×
ヨ
コ
八
九

・
ニ
セ
ン
チ

(
二

而
)
。

西
縁
南
境
い
杉
戸
絵
、
北
側
に

「
松
藤
図
」
、
南
側

に

「
桜
花
図
」
が
あ
る
。
「
松
藤
図
」
は
引
手
よ
り
上
方
に
松

の
幹

の

一
部
と
傘
の
よ
う
な
松
葉
を
意

匠

的

に

配

し
、
そ
れ
に
藤
を
大
胆
に
描
く
。

そ
れ
ら

の
描
法
及
び
構
図
は

元
禄
衣
裳
文
様

の
よ
う
に
極
め
て
意
匠
的

で
あ
り
、

大
ら
か
で
骨
太
の
と

こ
ろ
が
あ
る
。

し
か
し
剥
落

が

か
な
り
進

ん
で
お
り
、
特
に
下
方

の
剥
落
が
警
し
く
、
当
初

の
趣
き

は
損
な
わ
れ

て
い
る
。
「
桜
花
図
」
は
満
開

の
桜
の
太
い
幹
を
左
端

に
描
ぎ
、
そ
の
左
上
か

ら

右

方
中
ほ
ど
に
枝
を
展
開
さ
せ
、
小
禽
を
点
じ
て
い
る
。
本
図
も

「
松
藤
図
」
同
様
、
大
胆

で
し
か
も
意
匠
的
な
作
品
で
あ
る
。
「
松
藤
図
」
、
「
桜
花
図
」
杉
戸
絵
、

板

地

着
色
、
杉
戸

↓
面

タ
テ

一
六
七

・
○

×
ヨ
コ
四
七

・
八

セ
ン
チ
。

こ
の
杉
.月
絵

の
鴨
居
上
部
に
板
欄
間
絵
が
あ
り
、
北
側
は

「
楓
図
」
で
あ
り
、
南
側
は

「
鉄
線
花
図
」

で
あ
る
。
「
楓
図
」
、
「
鉄
線
花
図
」
板
欄
間
絵
、
欄
間

一
面
タ
テ
三
ヒ

・
三

×
ヨ
コ

一
七
六

・
O

セ
ン
チ
。
「
鉄
線
花
図
」
と
直
角
に
交
わ
る
板

の
問
西
鴨
居
上
部

に
板
欄

間
絵

「
笹
図
」
二
而
が
あ
る
。
欄
間

一
而

タ
テ
三
ヒ

∴
二
×
ヨ
コ
一
三
七

・
○

セ
ソ
チ
。
「
楓
図
」
と
直
角

に
交
わ
る
西
縁
外
側

の
鴨
居
上
部
南
北
に
わ
た

っ
て
板

欄

間

絵
六
面
が
柱
問
に
は
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
板
欄
間
に
は
、
楓
、
山
吹
、
燕
子
花
、
萩
、
菊
、
百
合
、
牡
丹
、
紫
陽
花
な
ど
四
季

の
草
花
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ

ら
は
着
色
画
で
あ
る
が
か
な
り
剥
落
が
進
ん
で
い
る
。
剥
落
が
進
ん
で
い
る
の
が
か
え

っ
て
、
線
を
明
解
に
浮
び
上
が
ら
せ
た
結
果
、
そ
の
線
が
柔
軟
で
か
つ
強
靭
さ
を

合

せ
持

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
欄
間

一
面
タ
テ
三
七

・
三

×
ヨ
コ

ニ
ニ
七

・
O

セ
ン
チ
。
上
段
の
間
違
棚
天
袋

に
椿
に
鵯
を
描
い
た

「
椿
に
鵯
図
」
襖
絵

が
あ
る
。
「
椿
に
鵯
図
」
襖
絵
、
紙
本
着
色
、
襖

」
面

タ
テ
ニ
三

・
九

×
ヨ
コ
κ
ヒ

・
○

セ
ソ
チ
。
こ
れ
ら
板
欄
間
絵
、
E
段
の
問
天
袋
襖
絵
は
紹
介
す
る
だ
け

に

と

ど

め
て
お
く
。

一78一



福
寿

院
客
殿

は
南

北

に
並

ん
だ

一∴
室

が
東

西

に
.
、列

な

ら

ん
で

い
る
が

、
西
側

の
鴫.一室

と
そ

れ

に
接

す

る
西
縁
及

び
板

の
間

に
永
納

の
障

壁
画
が

認

め
ら
れ

、

の
奥

書
院

や
そ

の
南
室

な

ど

の
障
壁

に
は
絵

画

は
認

め
ら
れ
な

い
。
東
側

北
側

の
二
室

に
は
創

建

当

初

か
ら
障
壁

画

は
な
か

っ
た
と

考

え
ら
れ

る
が
、

こ
の
東

院

や
そ

の
南

室

に
障
壁

が
認

め
ら
れ

な

い

こ
と

や

、
東
側

三
室

の
東

に
台

所
が
附

設

さ
れ

て

い
る

こ
と
、

さ

ら
に
、
西
側

三
室
及

び
西
縁

の
障
壁

に
絵

両
が
認

こ
と

を
考

え
合

せ

る
と

、
東
側

三
室

は
私
的

な
空

間

で
あ

り
、

西
側

三
室

は
公
的

な
空

間

で
あ

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

こ
の
こ
と

を
助
長

す

る

の
が

六
室
.の
内

の
東

西

の
間
仕

切

り
が

紙
襖

で
な
く

、
、戸
襖

で
な

¥・」れ

て

い
る

こ
と

で
あ
り

、
今

、
つ
は
西

縁
鴨

居
上
部

や
南
境

い
の
杉
戸

絵

の
上

部

、
板

の
間

鴨
惜

上
部

な

間
絵

が
認

め
ら
れ

る

こ
と

で
あ

る
。

瀞、」
ら

に
、
ヒ

段

の
間

に
接
す

る

「
富

士

山
図
」
が

.兀
床

壁
貼

付

絵

で
あ

っ
た

こ
と

や
、
客
殿

の
西
縁
境

い゚
と
南
入

側
通

り

腰
付

明
障

子

の
腰
貼

り
内
側

に
草
花

を
描

い
た
水

墨

画

の
板
貼
付

絵
が
あ

っ
た

こ
と
で
あ

る
。
す

な
わ

ち
、
厳
密

に
い
え
ば

、
床
壁

貼
付

絵
、
戸

襖
絵

、
腰
板

明
障

f
な
ど

に
よ

っ
て
装

飾
さ

れ

た
西
側
南

室

の

二
室

が

、
公
的

な
空
間

で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ

る
。

い

い
か
え

れ
ば

、
床

壁
貼
付

絵

、
戸

襖
絵

、
明
障

子
腰

、
板
欄

間
絵

に
よ

っ
て
装

飾
さ

れ

た
空

問

は
他

の
空

間

と
異
な

る
空

間

で
あ

る

こ
と

を
明
確

に
位

置

づ
け

る

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ
う
。
室
.空
間

と

い
う
点

で

鴨
居

L
部

の
板
欄

問
絵

は
注
日

す

べ
き

も

の

で
あ

る
。

そ

淑

は
、
本

来

、
縁

は
内

な
る
空

間

と
外

な

る
空

間

の
両

様
を
共
有

し

て

い
る
空

間

で
あ

る
が

、
縁

の

ト
部

に
板

欄
間
絵

が
あ

る

こ
と

は
そ

の
縁
が

内
な

る
空

間

の
性
格
が

強
く

な

っ
て

い
る

こ
と

を
示

す

か
ら
で
あ

る
。

、
杉
、戸
絵

、
板
欄

間
絵

た
ど
板

地

の
障

壁
画

が
多

い

こ
と

も

こ

の
客

殿
画

の
特
色

で
あ

る
。

こ
の
板

地

の
障

壁
画

と

い
う

こ
と

で
非

常

に
興
味
深

く
思

わ
れ

る

永
納

の

、
本
朝
画

史
」
巻
第

四

の

「
狩

野
家

累
世

所

用
画
法

」

の

一
節

に

「
杉

11
図
様

」

の

一
項

が

あ

っ
て
、
杉

戸
、

い
わ
ば

板
地

に
描

く
基
本

的
な
描

法
が

い
る
.∴

所

レ
画
人
物

花
鳥
走

獣

、
都
是
濃

色
最

可

レ尚

、
墨
画

者
後
世

難
二
分

明

一
也

、
図
大
人

形

大
鳥

虎
獅

子
等
随

二其

用
度

一、
板
面

者
尚

二
正

日
無
ア
脂

』
、
が

る
。

さ

ら

に
、
永
納

は
同
萬

に

「
画

二
壁
障

一図
様

方
法

」

の

議
項

を
設
け

て
、
障

壁
画
制

作

の
基

本

の
型

を
示

し
て

い
る
。

次

に
記

す

の
が

そ

れ

で

あ

る
。

・」序

、
純
墨

為
レ
初

、
而
山

水
居
多

淡
彩
為

レ
中

、
而

人
物

帰
多
濃

色
為

レ
終

、
而
花

鳥
居
多

以

及
二
於
荒
草

大
樹

一、
是

可

レ知

二其

大
意

一。
以

二
山
水

一為

二
殿
中
上

人
物

・為

殿

中
中
段

一、
以

二
花
鳥

一為

=
殿
中

下
段

↓
、
以

二走
獣

一為

二庶

問
之

中

一
、
或
金

殿

モ
楼

自

二
E
段

↓
至
三
卜
段

一為

二
極

彩
色

一、
両

二雑

図

一、
然
則

従
三
テ

.正
暦

Lq
徹
寿

院

の
永

納

画

段 ・司 そ 記 こ 外 西 板 貼 に ど の め 側 東一
、f乍 れ さ と 戸 側 縁 則iイ 寸1ま 、 にfYIら のf則lll

1'),触夏 斐1畷1{:満 結 蜘 蒲 果 釧 弩 爺 算
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正
暦
寺
福
寿
院
の
永
納
画

時
寧

、
応
二
於
求

一筆
レ
之
、
亦

一
家
之
法
而
己
』。
永
納
は
、

こ
の

「
杉
戸
図
様
」
に
お
い
て
、
杉
戸
絵

(
板
絵
)
は
後
世
に
な

っ
て
も
よ
く
解

る
た
め
に
濃
彩
が

よ

く

墨
画
は
良
く
な
い
と
い
い
、
さ
ら
に
、
大
き

い
人
形
、
大
き

い
鳥
と

い
う
よ
う

に
大
き
く
対
象
を
描
く

の
が
よ
い
と

の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
画
二壁
障

一図
様

式

法
」

に
お
い
て
、
障
壁
画
制
作

に
あ
た

っ
て
は
、
上
段
に
山
水
、
中
段
に
人
物
、
下
段
に
花
鳥
を
描
く

こ
と
を
も

っ
て
、

一
つ
の
基
本
形
に
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し

か
し
、

こ
れ
ら

「
杉
戸
図
様
」
、
「
画
二壁
障

一図
様
式
法
」
の
終
り
に
お
い
て
、
そ

の
用
度
に
し
た
が

い
と
か
依
頼
主
の
意
向
そ
の
他
の
求
め
に
従
え
ば
良
い
と
い

っ
て
い

る
の
で
、
永
納
が

「
本
朝
画
史
」
に
の
べ
て
い
る
こ
と

は
あ
く
ま
で
も
基
本
的
な
描
法
を
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
客
殿

の
戸
襖
絵

(栴
檀
)
、

杉

戸
絵
、
板
欄
間
絵
は
す
べ
て
濃
彩
画
で
あ

り
、
描
写
対
象
は
大
ぎ
く
明
解
に
描
き
、
小
さ
な
描
写
対
象
の
も

の
は
さ
け
て
い
て
、
し
か
も
、
精
細
な
描
写
も
認
め
ら
れ
な

い
の
で
、
「
本
朝
両
史
」

に
の
べ
た
こ
と
を
永
納
は
実
践
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
障
壁
画
図
様
に

つ
い
て
は
、

こ
の
客
殿
は
障
壁
画
が
認

め
ら
れ
る

の
は
二
室

で

あ

り
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
人
物
画

の
障
壁
が
な
い
の
で
、
永
納
が

「
本
朝
画
史
」
に
お
い
て
の
べ
て
い
る
基
本
的
な
図
様
と
は
異
な
り
、
文
字
通
り
、
依
頼
主
の
意
向
、
そ

の
他

の
求
め
に
従

っ
て
客
殿
画
を
描

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
富
士
山
図
」
襖
絵

は
、
再
々
ふ
れ
た
よ
う
に
、
現
在
は
上
段
の
問
と
の
境

い
に
あ

る
が
、
元
は
床
壁
貼
付
絵
で
客
殿
画

の
中
心
で
あ

っ
た
。
客
殿
の
中
心
の
床
に
富

士
山
を
配
す
こ
と
は
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
戸
襖
絵

「
三
保
松
原
図
」
に
呼
応
す

る
形
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
東
西
の
間
仕
切
り
に
戸
襖
を
用
い
た
た
め
に
ま
ず
戸
襖
に
適
う
主
題
を
選
び
、
そ

の
選
ん
だ
主
題
が
床

の
絵
と
呼
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
床

の
絵
が
山
水
で
あ
れ
ば

「
本
朝
画
史
」

い
う
と

こ
ろ
の
理
想
形
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
配
慮
さ
れ
て
、
床
に

「
富
士
山
図
」
を
配
し
、
そ
れ
と
直
角
に
折
れ

曲
る
戸
襖
に

「
三
保
松
原
図
」
を
描
写
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

永
納
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
正
暦
寺
福
寿
院
の
客
殿
画
を
描

い
た
か
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
不
明
で
あ

っ
て
、
永
納
と
正
暦
寺
と

の
関
係
は

「本
朝
画
史
」

の
記

述
以
上

の
こ
と
は
解
ら
な
い
。
た
だ
、
永
納
は
奈
良
に
縁
が
深

か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
す

で
に
土
居
次
義
氏
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
永
納
筆
当
麻
寺
奥

の
院

の

「
山
水
図
」
襖
絵
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
り
、
永
納
と
親
交
の
あ

っ
た
黒
川
道
祐
が
永
納
の
奈
良
遊
歴
を
記
し
た

「
狩
野
永
納
物
語
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
狩

野

永

納
物
語
」
は
、
黒
川
道
祐
が
延
宝
九
年

(
一
六
八

一
)
四
月
七
日
京
都
郊
外

の
太
秦
村

に
遊
ん
だ
時

の
記
行
文

「
太
秦
村
行
記
」
の
中

の

一
節

で
あ

っ
て
、
道
祐
が
太
秦

か
ら
京
都

に
帰

っ
て
永
納
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
前
日
に
永
納
が
奈
良
遊
歴
か
ら
帰

っ
て
来
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
奈
良
で
の
見
聞
を
た
ず

ね
て
、
そ
れ
を

筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
永
納
は
南
都
内
山
を
は
じ
め
、
多
武
峯
、

三
輪
、
吉
野
な
ど
を
回

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
永
納
は
奈

一80一



正
暦
寺
福
寿
院

り水

納
画

ど・1」薗 檜r.4r・ を ・ 「■.

附
記

こ

の

紹

介

文
を
.
、彗:

く
に

あ

た
響つ

て
、

"
暦
-・弓
大
原
弘
信
氏

に
多
大

の
御
教
示
と
御
協
力
を
賜

っ
た
こ
と
を
記
し
て
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
。
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良
や
正
暦
寺
と
関
係
が
深
か

っ
た
こ
と
だ
け
を
記
し
て
、
後
日
、
永
納
と
奈
良
の
こ
と

、

永
納
と
正
暦
寺
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
考
察
す
る
。


